
昭不U40年 7月10日

陸上自衛隊では7月中の実弾射撃

をつぎのとおり行ないます。

実施場所=池田射撃場

実施臼程=13日-16日
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(
こ
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
)

昭和 32年7月25日

大村をおそった75 0ミ

リの大雨によって増水し

た大上戸川の水が‘水田

2区住宅に流れこんだ。

むこうは水田 2区の住宅

関昭和33年4月22日第三種郵便物認可園毎月3回1日.10日.20日発行量定価1部5円

圃発，行所大村市役所 圃編集人総務課長南野鹿 松 田印刷所 つじ印刷所

骨量

昭和32年の大水

圃砂

害で完全に流失し

た田畑コ

10
 

↑
じ
め
じ
め
し
た
い
や
な
つ

一
ゆ
が
続
き

、
特
に
遊
び
ぎ
か

.
り
の
幼
児
に

と
っ
て
は
可
愛

一
い
そ
う
な
時
期
で
す
。

一

放
っ
て
治
く
と
運
動
不
足

一

睡
眠
不
足
、
食
欲
不
振
な
と

い
を
者
こ
し
ま
す
。

圃
そ
こ
で
岳
父
さ
ん
者
母
さ

一
ん
た
ち
の
ち

ょ
っ
と
し
た
思

一
い

や
り
や
く
ふ
う
で
、
こ
う

U

い
っ
た
雨
の

自
主
利
用
し
て

~

た
天
気
の
よ
い

日
に
で
き
な

H
H

つ
ゅ
の
日
を

明
る
く
健
康
に
d

大雨に注意しょ う

私たち市民にとって、 昭和 32年

か
っ
た
幼
児
の
情
操
教
育
を
山

か
ね
て
、
の
び
の
び
と
遊
ば
一

せ
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
団

ょ
う
。

一

と
く
に
農
家
で
は
一
年
中
一

で
一
番
忙
し
い
と
き
で
あ

b

一

な
か
友
か
小
さ
い
こ
と
も
の
一

面
倒
ま
で
目
が
と
と
き
ま
せ
司

ん
。
季
節
保
育
所
を
利
用
す
一

る
と
か
、
ま
た
お
っ
と
め
の
一

治
父
さ
ん
は
日
曜
大
工
な
と
一

で
こ
ど
も
さ
ん

の
た
め
の
コ
一

1
ナ
を
縁
側
の

εこ
か
に
作
一

っ
た
り
し
て
こ
の
つ
ゅ
の
日
一

を
の
び
の
び
と
す
ご
さ
せ
ま

-

し

よ

う

。

一

3 7年の大水害は忘れることができ

ごろから災害防止対策を考へておき

ましょう Q

今年も大雨が降らないとは限 りま

せん。大雨には十分注意して、常日

ません D
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国民健康保険

「 一一一市民の健康をね

昭
和
田
十
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
が
き
ま

り
ま
し
た
。

納
税
通
知
書
は
七
月
中
句
ご
ろ
に
は
お
手
許
に
と

ど
く
は
ず
で
す
。
そ
こ
で
、
保
険
税
と
、
病
気
に

か
か
っ
た
と
き
の
経
費
(
医
療
費
)
ど
の
関
係
や

大
村
市
の
国
民
健
康
保
険
の
財
政
に
ス
ポ
ッ
ト
を

あ
て
み
な
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
芳
へ
て
見
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
保
険
税
は
、
納
期
内
に
お
さ
め
健

全
な
国
民
健
康
保
険
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

苦
し
い
保
険
財
政

増
加
す
る
受
診
率
と
医
療
費
が
原
因

被
保
険
者
み
な
さ
ん
が
治

医
者
さ
ん
に
か
か
ら
れ
た
と

き
の
医
療
費
の
総
額
は
年
々

増
加
し
て
治
り
、
昭
和
四
十

(第1図)総医療費と市負担額の推移

園
田

40年度

年
で
は
約
一
億
七
千
万
円
が

見
込
ま
れ
て
者
h
y
、
こ
の
う

ち
の
約
九
千
九
百
万
円
の
療

養
給
付
費
を
市
が
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。
(
第
一
図
〉

こ
の
原
因
に
は
給
付
内
容
を

39 

-
骨
，
.

被
保
険
者

-

e

e

 

一
人
が

38 

移
-
M
ru

壮一
M
J約

内
，
J

E

n

ノ
h
M

況
一
日

状一
同又一(第2図)

7 

6 

5 

4 

改
善
し
た
こ
と
な
ど
も
あ
け

れ
ら
ま
す
が
、
中
で
も
受
診

率
(
被
保
険
者
み
な
さ
ん
が

お
医
者
に
か
か
る
割
合
)
と

治
療
に
要
す
る
費
用
が
ふ
え

て
き
た
の
が
岩
も
な
原
因
で

す。
一
年
間
に

三
回
受
診

37 

一
回
の
経
費
H
H
約
二
千
三
百
円

36 

受
診
件
数
は
被
保
険
者
数

の
減
少
傾
向
と
は
反
対
に
上

界
し
て
語
り
、
昭
和
四
十
年

度
は
約
七
万
六
千
件
が
予
想

さ
れ
被
保
険
者
一
人
が
一
年

35 

" /、

間
に
三
回
以
上
治
医
者
さ
ん

に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
(
第
二
図
)

ま
た
入
院
、
入
院
外
、
歯

科
、
重
症
、
軽
症
を
総
平
均

40年度39 38 37 36 35 

3 

2 

-
(
万
円

し
た
一

件
当
り

の
医
療
費
は

昭
和
四
十
年
度
で
約
二
千
三

百
円
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

(
第
三
関
〉

医
療
費
が
保
険
税
を
き
め
る

国
民
健
康
保
険
事
業
の
収

入
財
源
は
、
ほ
と
ん
ど
保
険

税
と
国
の
補
助
金
で
す
。

(
第
四
図
)

国
の
補
助
金
は
被
保
険
者

み
な
さ
ん
の
医
療
費
の
上
昇

に
応
じ
て
ふ
え
て
き
ま
す
が

こ
れ
は
一
定
率
で
補
助
さ
れ

る
た
め
、
他
会
計
か
ら
の
繰

入
金
が
な
い
か
ぎ
り
、
保
険

税
主
ふ
や
さ
な
い
と
療
養
給

付
費
の
支
払
い
が
で
き
な
い

よ
う
に
な
b
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
保
険
税
は
被
保
険
者
み

な
さ
ん
の
医
療
費
が
そ
れ
を

き
め
る
の
で
す
。

大
村
市
の
場
合
、
第
一
図

で
わ
か
る
よ
う
に
医
療
費
が

増
加
し
て
い
る
た
め
、
昭
和

四
十
年
度
は
前
年
に
く
ら
べ

総
額
で
約
四
十
二
パ
ー
セ
ン

ト
保
険
税
を
ふ
や
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
に
な
っ

τ

い
ま
す『‘'
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家
族
に
も
七
割
給
付
を
予
定

被
保
険
者

一
人
当

b
の
保

険
税
と
医
療
費
の
関
係
は
第

五
図
の
よ
う
に
医
療
費
が
急

上
昇
し
て
い
る
の

に
く
ら
べ

保
険
税
は
低
い
伸
び
方
を
示

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
国
の

補
助
金
の
増
加
に
よ
る
も
の

で
す
が
、
し
か
し
保
険
税
が

低
い
か
ら
上
け
て
い
い
と
い

う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険
に
は
、
会
社

を
退
職
し
た
人
と
か
無
職
の

人
が
多
く
所
得
水
準
の
低
い

人
が
比
較
的
多
い
か
ら
で
更

に
大
巾
の
国
庫
補
助
金
の
増

額
を
国
に
要
請
し
て
い
ま
す

ま
た
一
方
被
保
険
者
の
負

担
を
軽
く
す
る
た
め
に
は
被

保
険
者
が
治
医
者
さ
ん

の
窓

口
で
支
払
う
一
部
負
担
金
を

少
な
く
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
現
在
世
帯
主
の

み
実
施
し
て
い
る
七
割
給
付

を
家
族
に
ま
で
拡
け

る
こ
と

が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す。

大
村
市
で
も
来
年

一
月
か

ら
世
帯
員
の
七
割
給
付
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
七

( 3 ) 

割
給
付
に
な
る
と
治
療
費
が

千
円
か
か
っ
た
場
合
は
、
五

割
給
付
で
は
一
部
負
担
金
は

五
百
円
だ
っ
た
の
が
三
百
円

で
す
み
ま
す
。

そ
の
か
わ

D
市
が
負
担
す

る
金
額
が
五
割
給
付
の
と
き

ょ
b
二
百
円
多
く
な
り
ま
す

が
そ
の
多
く
な
っ
た
分
の
四

分
の
三
を
国
が
補
助
し
、
残

り
の
四
分
の
一
を
保
険
税
か

そ
れ
に
か
わ
る
財
源
で
ま
か

な
わ
な
け
れ
ば
友
ら
な
い
こ

と
に
友

D
ま
す
.

ノ¥

2100 

40 q'.J主

(第 5図〉保険税と医療費の関係

8 

減
税
対
象
範
囲
を
拡
大

い
ま
ま
で
総
所
得
金
額
が
九
万
円

以
上
の
人
で
、
被
保
険
者

一
人
に
つ

き

(
世
帯
主
を
除
く
〉
一
万
五
千
円

(第4図)昭和39.40年度予算構成比較

歳入 11 歳出

39 38 37 
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唱

E
A

n叶
u

r↑
旧
同

江

川

1
(
T
円
).‘

4 

3 

6 

を
控
除
し
た
残

b
が
九
万
円
以
下
と

な
る
人
が
四
割
の
減
税
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
控
除
額
一
万
五
千

円
を
二
万
五
千
円
に
引
上
け
ま
し
た

市内のお医者さんにかかった場合の
基本料金のおもなもの

公立尚科 i 付 記

病院 医院 ①初診料について二 6 ~
一一 一 本t的、結核 Itなどの特

定政 1在、 j立び時間 外:二号IJ

:二 'JIJ1lーさi.Lるつ

食'f.-手へi京耐忍平山Lの入院料について:立入院
入院料 ー ヵ月 期i同1ヵ月-3力月 以前は940fIJ，

597!'] 未 満 3力月以 上の場合:;1:.900円τ

i 1日::¥買手とし ー③往診料については、夜間、政路、暴
lっ き).380円 1， ooorl = ;~ïn 、 ~g縦により目IJ に加算され る =

一一一 民 会 一一一十一- ④これは総費用額であって このう ち

{主診料 180円 170同 被保険者ほ世帯主 3害Ij家族5割を
i ， 病院に支払う ことになり ます。
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【国宍のしくみ】

国民健 痕保険は被保険者が非常の場合にそなえて、常

日ごろかーら定額の保険税をおさめておき、病気や負

傷をしたときに納めた税金によってその医療費のl部

をまかなうシステムにな っています。もちろん保険事

業の費用全部を保険税でまかなっているのではなく、

国や市もこれに補助しています。

また、 被保険者の負担を軽くするため、 国民健康保険

では医療費のうち世帯主に7割、家族に5割(4 1 i=F-

1月から 7割の予定〉の負担をしています。
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百
日
咳
。
ジ
フ
テ
リ
ヤ

の
予
防
接
種

昭和33年4丹22日第三謹郵便物認可

圃・・
高品ふ震の通知書を発送

昭和40年 7月10日

百
日
咳
、
ジ
ブ
テ
リ
ヤ
の

第
一
回
目
の
予
防
接
種
を
つ

ぎ
の
と
告

b
行
な
い
ま
す
の

で
、
該
当
者
は
も
れ
な
く
接

種
し
て
下
さ
い
。
な
治
二
回

目
、
三
回
目
の
日
程
は
あ
ら

た
め
て
市
政
だ
よ
り
で
も
お
し

ら
せ
し
ま
す
。

す
接
種
要
領

【
初
回
の
も
の
】

三
回
接

15日に

今月は市県民税、国民健康保険税の納期

です。納税通知書は 15日に郵送します。

もし着かなかったbご不審の点があられる

方は課税課か出張所に申し出て下さい。

種
(
三
回
接
種
し
な
い
と

効
力
が
あ
り
ま
せ
ん
)

マ
該
当
者

⑦
昭
和
四
十
年
一
月
一
日
か

ら
昭
和
四
十
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
生
れ
た
も
の

て当料 v 【 ② 
く同金六了該追なま
だははかし当加いだ
き母い月て者のも免
い子りをか、もの疫
。千ま経ら 初 の、。 が

1lJ正 せ過ー [ni L.J 

をて /;J し年 一免ー 了
持 。た t 泣 回 し
参なもーが接 て
し治の年完種 い

蝕とや左害 ー-一 、 .......~~.
さ 、耕亙を弘、P 〆E宥j f::唱~_ r1'I庇円三!!t:'ラ、

ρど .~.w:-司vυ1 明ロρ県~.-".... れ水地接い 6内 .T"'- - ". ト I. ，....，...~\.- .... 
るのカ、的い
こた l立雨ま
とめ接害す
にに受に
よ土[寸;ゴ;こ
る地る農の
被 が 被 作 よ
害侵害物う

実施 喝所 I一f妾l一一4回1i一i百臼一I四

三浦診療所 1月日日

スワ公民主

一il竹松出張所

畑 出張 所 I)加

福重出張所 1月刊日

市立 病院 月3Q tj 

一首

実施日程
圃
県
文
芸
大
会
が
聞
か
れ
ま
す

県
民
文
芸
の
振
興
を
は
か

る
た
め
、
次
の
と
治
り
、
第

五
回
長
崎
県
文
芸
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
の
で
、
多
数
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
期
日

九
月
十
二
日

マ
場
所

佐
世
保
市

マ
部
門
現
代
詩
(
一
篇
)

短
歌
(
一
首
)
俳
句
(
一

句
)
川
柳
(
一
句
)
小
説

(
四
百
字
詰
三
十
枚
以
内

随
筆
(
四
百
字
詰
五
枚
以
内
)

※時間は、午後1:1:日O分 ¥

から31t与30;)まGです。

マ
作
品
は
未
発
表
の
創
作
で

テ
ー
マ
は
白
山
(
川
柳
の

課
題
は
H
H

こ
ど
も
H

H

)

作

雨
に
よ
る
害
の

う
ち
に
は
、
大
雨

の
た
め
に
起
き
る

洪
水
や
、
長
雨
に

よ
る
湿
潤
害
や
、

病
室
口
の
発
生
な
ど

も
ふ
く
ま
れ
ま
す

が
、
狭
い
意
味
の

雨
害
は
、
強
い
雨

に
よ
る
直
接
の
被

品
ご
と
に
部
門
、
佐
所
、

氏
名
(
ペ
ン
、
千
1

ム
の
と

き
は
本
名
も
〉
年
令
を
明

記
の
こ
と
.

マ

会

費

無

料

園
豚
コ
レ
ラ
予
防
注
射
の
時
間
を
変
更

毎月8日・ 18日・ 28日

〈日曜祭日の場合は翌

日〉の 3回豚コレラの

予防注射を行なってい

ます。 7月から1月に

かけては次のと治り行

左いますので間違わな

いようにしてください

aaF 
・

¥
Ja
 

鈴田 f時30分-9時10分
大村 3時日分-10時30分
間大吋 3時00分-10時30分
萱 瀬 10時40分-11時30分
松原 3J守30分-9時00分
福重 3時間分-10時00分
竹松10時00分-11時00分

と
が
あ
わ

J

ま
す
。

つ
ぎ
の
よ
う
左
も
の
も
雨
害

の
一
種
と
い
え
ま
し
工
う
。

種
を
ま
い
た
後
に
強
い
雨

が
降
る
と
、
土
が
流
さ
れ
て

種
の
ま
き
な
告
し
を
し
な
け

雨

害

れ
ば
な
ら
な
い
と
か
、
ま
た

か
な
り
生
長
し
た
作
物
で
も

土
が
洗
い
流
さ
れ
根
が
露
出

し
て
被
害
を
受
け
る
な
ど
で

す。
こ
の
ほ
か
開
花
期
に
強
い

マ
表
彰
部
門
ご
と
三
位
迄

マ
締
切
七
月
三
十
一
日

マ
送
先
長
崎
市
立
山
町
理

科
教
育
セ
シ
タ

l
内
文
芸

係
あ
て

圃
危
険
物
取
扱
主
任
者

受
験
準
備
講
習
会

危
険
物
取
扱
主
任
者
受
験

の
た
め
の
講
習
会
が
次
の
と

語
り
行
な
わ
れ
ま
す

wv
日
時
七
月
十
五
日
十
六

日
十
七
日
の
午
前
九
時
か

ら
午
後
四
時
ま
で

雨
に
降
ら
れ
る
と
花
粉
の
受
-

精
が
で
き
左
か
っ
た

D
、
収
…

穫
期
に
雨
に
あ
た
る
と
、
せ
一

っ
か
く
の
果
実
が
落
ち
て
し
一

ま
っ
た
b
し

ま

す

。

-

こ
う
し
た
被
宝

Z
防
ぐ
た
-

め
に
農
作
物
の
場
合
は
ピ

ニ

一

1
ル
な
ど
で
適
当
な
雨
よ
け
一

を
作
っ
て
や
る
と
か
、
耕
し
一

た
ば
か
り
の
畑
や
侵
蝕
し
ゃ
一

す
い
傾
斜
地
の
果
樹
園
な
ど
恥

で
は
手
回
し
ょ
く
敷
き
草
や
川

敷
き
わ
ら
を
し
た

b
し
て
お
一

け
ば
被
害
を
最
少
限
に
く
い
一

止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一

wv
場
所
中
央
公
民
館

マ
受
講
料
六
百
円

す
申
込
受
付
は
十
五
日
会
場

で
行
な
い
ま
す
。

友
治
く
わ
し
い
こ
と
は
消

防
本
部
で
治
た
十
ね
下
さ
い

【
お
わ
び
】

市
政
だ
よ
り
七
月
一
日
号
(
公

営
企
業
業
務
状
況
等
説
明
書
)
を

み
な
さ
ん
の
お
手
許
に
お
届
け
し

ま
し
た
が
、
印
刷
の
手
違
い
で
二

頁
と
三
頁
が
入
れ
違
っ
て
お
り
ま

し
た
。
こ
こ
に
深
く
お
わ
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。

《、

一、{;


